
2019 全国コミュニティ・スクール研究大会 in びんご府中 【第1分科会】

【発表テーマ】

ふるさと創生に向けたコミュニティ・スクールと

地域「協育」ネットワークの連携

R01.08.02(金)   大分県佐伯市立鶴谷中学校

校長 都留 俊之

地域協育コーディネーター 久寿米木 重生



・人口約7万１千人

・九州で一番広い市

・東九州道全線開通

・延岡市との交流

・小19校、中12校

・学校は市中心部

・人口減少、地域活性化

が課題

・生徒数５０７人１７学級、

５００人規模で推移

・校区３小学校と小中

連携、CSスタート

佐伯市と本校の概要



＜発表内容＞

1 なぜ、CSなのか

2 学校の教育目標

3  ＣＳは「誰が、どこ
に向かって、何を」
するのか

4 地域「協育」ネットワークづくりで
めざしてきたこと

5 「協育」ネットとCS、成果と今後の期待



(1) “ふるさと創生”の市全体のニーズ

(2) 中学生(小学生)の地域貢献の地域ニーズ

(3) “地域のチカラ”を借りたい学校ニーズ

(4) 校区の小中連携教育の取組・実績

・本校単独のCS  4年目（Ｈ２8～）

・中学校区のCS 2年目(H30～）

１ なぜ、CSなのか



・・・自分の未来予想図を描き自立

・・・地域の未来予想図を描き貢献

・・・「鶴谷のチカラ」発揮

地道・徹底

自治

敬愛

努力

鶴谷中学校区CS（コミュニティ・スクール）２年次の取組

① ②

③

ふるさと佐伯に学び、未来予想図を描いて
「鶴谷のチカラ」を発揮する生徒の育成
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２ R元 学校の教育目標



３ ＣＳは「誰が、どこに向かって、
何を」するのか

学校の教育目標
実現に向けて３者が
できることは？

①誰がするの？
②どこに向かって？
③何をやるの？



元 区長
各PTA会長

地域協育コーディネーター２名

校区学校運営協議会と学校チーム会議



年間活動計画

共通テーマ

「自立・貢献」



ふるさと佐伯に学び、未来予想図を描いて
「鶴谷のチカラ」を発揮する生徒の育成



熟議
学校、地域、家庭で何ができるか

学校、地域、家庭に持ち帰る

目標実現・具体的な取組



チーム会議での熟議の様子

和気あいあいと話し合い、元気に発表！



学校と家庭の協働：「夢・かけはしシート」

●
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生徒の家庭学習習慣と目標管理能力育成



引き渡しカード使い、「その時」に備えよ！

学校と家庭の協働：「災害時引き渡し訓練」



学校と地域の協働：“花のＣＳロード”づくり

生徒は自尊感情、地域は「学校へ来る用事できた」



学校と地域の協働：文化講座や地域お祭り

学校行事や地域行事へ、地域や学校のチカラを！



学校と地域の協働：地域ニーズを活かした

「総合的な学習」

区長をとおして、世代ごとに市民300人アンケート

第28回生活科・総合的学習全国大会（大分大会）



学校と地域の協働：地域ニーズを活かした

「総合的な学習」

地域活性化策を「自分ごと」として思考・判断・表現

第28回生活科・総合的学習全国大会（大分大会）



家庭と地域の協働：「災害時炊き出し食」の

おもてなし

CS会長・育友会長のリーダーシップでＣＳ収益

第28回生活科・総合的学習全国大会（大分大会）



「ＣＳルーム」を設置し、定期的に学校
に常駐し、生徒ともふれあい

キーパーソン 地域協育コーディネーターが橋渡し



４ 地域「協育」ネットワークづくりでめざ
してきたこと

(1) 学習支援、学校環境の整備、地域生活に

おける安全・安心の確保など、学校支援
の輪（ネットワーク）

① ゲストティーチャーの指導で生き生き学ぶ子ど
もたち



② 図書ボランティアの活躍でよみがえった
学校図書館



③ 自治委員会メンバーによる安心・安全パト
ロールや、登下校時の声かけで、影を潜め
た不審者（騒動）



(2) 「協育」ネットワークづくりのポイントは、

学校（教職員）・家庭（保護者）・地域住民
の意識改革

① 毎月初めに発行するネットワークだより
「つるやネット」で粘り強く啓発



② 学校にとって一番の支援者は保護者
～大きく変わったＰＴＡ・育友会



③ 「学校へ足を運ぶのが楽しくなった」
と、

敷居の低くなった学校に感謝する地域
住民



(３) 小学生・中学生による地域行事支援

（ボ

ランティア）で、新たな段階に入った
「協

育」ネットワーク

① 学校を飛び出して、意欲的に地域行事
を

支援し始めた中学生



② 子ども観光ガイドとして活躍する小学
生



(４) 新たにスタートしたＣＳの協議の中で、

はっきりしてきたコーディネーター
（地域

学校協働活動推進員）の任務
① 学校が地域に求める学校支援は、これ
ま

で同様の任務を果たすこと～これまで
の

任務の継続
② 地域（主催者）が児童・生徒に求める
ボラ

ンティア支援について、学校と地域の
間に

立って必要な橋渡しを果たすこと③ 学校に求めること～CSの拠点の見える
化

「ＣＳルーム」と「ＣＳ掲示板」



５ 「協育」ネット11年の成果と、
「CS」への期待

○ 学校支援の主役を自覚するよう
になった保護者

○ 学校に期待する地域～学校（小中学生）

の

支援なしに地域行事は成立しない

○一番の変容は小中学生～地域の一員として

の

自覚の芽生え、地域貢献に対する高まる意

成果



○「協育」ネット11年の歴史が、CS委員と
して

抵抗感なくスムーズに参加・移行している

○地域イベントに積極的に参加する児童生
徒

地域の大人たちを相手に、地域行事をし
か

ける児童生徒へ

今後のCSへの期待



○ＣＳの認知度向上、教職員の意識改

革。

「ＣＳを取り入れた学校運営できてい
る」

は年間通じて約9０％

○生徒の自尊感情高まり、学習意欲向上

○「ふるさとに学ぶ」総合の探究活動と、
ＣＳの

取組は大きな相乗効果

○「中学校に来る用事できた」～地域の

６ 「CS」の成果と、「協育」ネットへ
の期待

成果



○地域協育コーディネーターの存在が、実
施

主体を明確化し、学校の負担軽減

○ CSと協働し、子どもたちとふれ合う中で、
地域の方々の学び・生きがいを生み、地

域
活性化へ

●「ＣＳ」と「協育ネット」は、“ふるさと
創生”の

両輪。

今後の「協育ネット」への期
待



ご静聴ありがとうございまし
た。


